
広報まえばし　平成23年６月１日号 1011

期日 内容 講師

7月

10日㈰
赤城山麓

ろく

の文化財～女掘と二宮赤
城神社

市史跡整備指導員・
能登健さん

16日㈯ 女堀を歩く
県埋蔵文化財調査事
業団・小島敦子さん

24日㈰
赤城山の文化財～櫃石・大沼小沼・
宇通廃寺

文化財保護課職員

８月
７日㈰ 覚満渕を歩く

市文化財調査委員・
片山満秋さん

28日㈰
東国最古の寺院～総社古墳群と山
王廃寺　

市史跡整備委員会委
員・右島和夫さん

９月

４日㈰ 秋元氏の足跡を歩く
総社資料館説明員の
会・関口淳七さん

17日㈯
戦国時代の前橋中世の城館ネット
ワーク

県埋蔵文化財調査事
業団・飯森康広さん

25日㈰ 前橋城を歩く
文化財保護課職員

10月
16日㈰ 前橋の古墳を探る
23日㈰ 大室古墳を歩く 大室古墳の語り部

11月
６日㈰ 市民解説ボランティアの楽しみ

前橋観光ボランティ
ア会・千木良玄さん

13日㈰ 前橋の近代遺産を歩く
前橋空襲の語り部・
原田恒弘さん

問い合わせは　文化財保護課　☎231-9875

問い合わせは　公園管理事務所　☎210-2010

問い合わせは　前橋観光コンベンション協会　☎235-2211

　赤城山ビジターセンター内観
光案内所で、山頂周辺で利用で
きるレンタサイクルを用意しま
した。ぜひ、ご利用ください。
貸出期間＝６月１日㈬～11月
30日㈬、午前９時～午後３時30
分（貸し出しは１日単位）
貸出・返却場所＝同所
台数＝①大人用10台②子ども用５台③電動アシスト付
き５台
費用＝①②は300円③は500円
用意する物＝身分証明書

　赤城山百景写真コンクールを実施します。
作品は市内から撮影した赤城山や赤城山を背
景にした、花や樹木、川、建物などの景観資
源の写真で、デジタル加工していない未発表
の物（2009年以降に撮影）に限ります。また、
入賞作品と原版の使用権は主催者に帰属しま
す。
　表彰式と作品の展示は９月下旬ごろ行いま
す。
規格＝カラー・モノクロで、４つ切かＡ４判
申し込み＝７月１日㈮～８月26日㈮に所定
の用紙に記入し、市役所まちづくり課（☎
898-6974）へ郵送か直接。または募集チラシ
を配布している写真店へ直接

赤城山でレンタサイクル
景色と風を楽しもう

お気に入りの赤城山を
写真に切り取って

　ふるさとの語り部講座を開催します。「きいて・みて・ふ
れて・あるく前橋歴史探訪」と題し、文化財と歴史遺産に
恵まれた前橋の魅力を紹介します。
期日・内容・講師＝下表のとおり
時間＝午前10時～正午
対象＝市内在住・在勤の人、各20人（抽選）
申し込み＝６月13日㈪～27日㈪に文化財保護課☎231-
9875へ

　大室古墳群の公開
イベントを開催。勾

まがたま

玉
作りや火おこしなど
が体験できます。
日時＝６月12日㈰午前10時～午後３時
会場＝大室公園

　敷島公園ばら園で
特別イベント「手作り
結婚式」を行います。
来園者に協力しても
らい、2,000本のバラ
でバージンロードにアーチを作成し、新郎新
婦を祝福します。ぜひ、お出掛けください。
日時＝６月５日㈰午後２時
会場＝敷島公園ばら園

語り部と前橋の歴史を訪ねる大室公園で
公開イベント

みんなに幸せをおすそ分け
ばら園で結婚式

一生懸命に火おこし

赤城の道を軽快に

　市長と昼食を取りながら対談するランチタイ
ムミーティングの参加団体を募集。皆さんの活動
や本市のまちづくりなどについて語り合いません
か。なお、小中学生の団体は引率者が必要です。
日時＝①７月27日㈬②８月25日㈭、正午～午後
１時
会場＝市役所４階庁議室
対象＝市内在住・在勤・在学の小学生以上で５
～10人程度のグループ、各１組（抽選）
費用＝１人600円程度（実費）
申し込み＝７月６日㈬（必着）までにハガキで。
希望日・団体名・人数・団体のプロフィル・代
表者の住所・氏名・電話番号・市長と話したいテー
マを記入し、市役所秘書課（☎内線3403）へ

　勤労女性センターでセミナーと特別講座を開催。絵手紙講
座は３歳から６歳までの未就学児の託児ができます。
講座名＝①女性のための漢方健康法～食生活から呼吸法ま
で②絵手紙（入門）
日時＝①は７月７日㈭②は７月12日～26日の火曜３回、午後
６時30分～８時30分　
会場＝勤労女性センター（総合教育プラザ内）
対象＝市内在住・在勤の勤労女性、①は30人②は20人（各
抽選）
費用＝②は1,200円
申し込み＝６月15日㈬（必着）までに往復ハガキで。講座名・
住所・氏名・職業・電話番号・託児希望の場合は子どもの人
数と年齢を記入し、〒371-0035岩神町三丁目1-1・総合教育
プラザ内勤労女性センター（☎230-9098）へ

市長と語り合おう
ランチタイムミーティング

新しい自分見つけよう
働く女性を対象の講座を開講

　

６
月
１
日
㈬
か
ら
７
日
㈫
ま
で
は
水
道
週
間
で

す
。こ
と
し
の
全
国
統
一
標
語
は
「
蛇
口
か
ら　

あ

ふ
れ
る
ぼ
く
ら
の　

夢
・
未
来
」。
何
気
な
く
使
っ

て
い
る
水
道
水
は
無
限
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
水
の

大
切
さ
を
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
蛇
口
の
開
閉
は
小
ま
め
に

　

水
を
使
う
と
き
は
小
ま
め
に
蛇
口
を
開
閉
し
、

使
用
後
は
し
っ
か
り
閉
め
ま
し
ょ
う
。
蛇
口
か
ら

ポ
タ
ポ
タ
落
ち
る
水
で
も
、
積
み
重
ね
る
と
か
な

　

６
月
４
日
㈯
か
ら
10
日
㈮
は
歯
の
衛
生
週
間
で

す
。
こ
と
し
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
白
い
歯
は　

笑

顔
引
き
出
す　

エ
ッ
セ
ン
ス
」。
歯
は
わ
た
し
た
ち

の
健
康
と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
永
久
歯
を
１

本
で
も
失
う
と
「
食
べ
る
・
話
す
・
笑
う
」な
ど
の

日
常
生
活
に
支
障
が
出
ま
す
。
歯
を
失
う
主
な
原

因
は
虫
歯
と
歯
周
病
。
こ
れ
ら
は
口
の
中
を
清
潔

に
保
つ
こ
と
で
予
防
で
き
ま
す
。
磨
き
残
し
が
な

い
よ
う
丁
寧
に
磨
き
ま
し
ょ
う
。ま
た
、定
期
的
に

り
の
量
に
。一
人
一
人
が
、無
駄
の
な
い
上
手
な
水

の
使
い
方
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

■
水
漏
れ
を
チ
ェ
ッ
ク

　

家
の
蛇
口
を
す
べ
て
閉
め
て
か
ら
水
道
メ
ー

タ
ー
を
見
て
く
だ
さ
い
。
銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

マ
ー
ク
が
少
し
で
も
回
っ
て
い
れ
ば
漏
水
し
て
い

ま
す
。
早
め
に
水
道
局
指
定
の
工
事
店
に
修
理
を

依
頼
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
定
期
的
な
点
検
も
忘

れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
療
機
関
で
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

■
対
象
者
に
歯
周
疾
患
検
診

　

30
歳
、
40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70
歳
の
人
を
対
象

に
歯
周
疾
患
検
診
を
行
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
５

月
に
受
診
シ
ー
ル
を
送
付
。
歯
科
医
療
機
関
で
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
４
月
以
降
に
転
入
し
た
対

象
者
に
は
受
診
シ
ー
ル
を
交
付
し
ま
す
の
で
健
康

増
進
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

６
月
１
日
㈬
か
ら
７
日
㈫
は
水
道
週
間

水
の
使
い
方
の
見
直
し
を

６
月
４
日
㈯
か
ら
10
日
㈮
は
歯
の
衛
生
週
間

歯
の
健
診
を
定
期
的
に
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